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平
丘
の
盟
か
ら
見
た
魯
・
晋
関
係

三
九
一
（
三
九
一
）　

は
じ
め
に

春
秋
時
代
は
、
各
諸
侯
国
が
「
結
盟
」
や
「
聘
礼
」
と
い
っ
た

外
交
儀
礼
を
通
し
て（

（
（

、
互
い
に
共
存
し
あ
う
道
を
絶
え
ず
模
索
し

た
時
代
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
春
秋
時
代
の
各
諸
侯
国
に
と
っ
て
、

対
外
政
策
の
成
否
は
国
の
存
亡
を
握
る
重
要
な
課
題
で
あ
っ
た
と

い
え
る（

（
（

。
ま
た
春
秋
時
代
に
お
い
て
、
特
定
の
世
族
が
国
君
の
勢

力
を
凌
ぎ
実
権
を
握
っ
て
い
く
状
況
は
各
諸
侯
国
で
見
ら
れ
る
普

遍
的
な
現
象
で
あ
る（

（
（

。

魯
で
も
成
公
期
（
前
五
九
〇
〜
前
五
七
三
）
に
、
公
子
・
公
孫

を
中
心
と
す
る
公
室
政
治
か
ら
三
桓
氏
（
季
孫
氏
・
叔
孫
氏
・
仲

孫
氏
）
を
中
心
と
す
る
世
族
政
治
へ
と
移
行
し（

（
（

、
襄
公
期
（
前
五

七
二
〜
前
五
四
二
）
に
は
三
桓
氏
が
国
君
の
勢
力
を
凌
ぎ
、
世
族

に
よ
る
支
配
体
制
が
確
立
す
る（

（
（

。
さ
ら
に
次
の
昭
公
期
（
前
五
四

一
〜
前
五
一
〇
）
に
は
、
三
桓
氏
の
中
で
も
季
孫
氏
に
魯
国
の
権

力
が
集
中
す
る
よ
う
に
な
る
。
一
方
、
対
外
政
策
に
お
い
て
も
成

公
期
に
は
そ
れ
ま
で
の
斉
重
視
か
ら
晋
重
視
へ
と
移
行
し
、
三
桓

氏
の
権
力
掌
握
と
と
も
に
晋
と
の
関
係
が
密
接
に
な
っ
て
い
く（

（
（

。

魯
国
に
お
い
て
政
権
を
掌
握
し
た
三
桓
氏
は
「
悼
公
の
時
（
前

四
六
六
〜
前
四
二
九
）（

（
（

、
三
桓
勝
り
、
魯
は
小
侯
の
如
く
、
三
桓

の
家
よ
り
も
卑
し
」（『
史
記
』
魯
周
公
世
家
）
と
あ
る
よ
う
に
、

春
秋
末
期
に
至
る
ま
で
国
君
を
凌
ぐ
勢
力
を
有
し
て
い
た
。
し
か

し
な
が
ら
、
春
秋
期
を
通
じ
て
国
君
を
凌
ぐ
権
勢
を
誇
っ
た
三
桓

氏
は
、
戦
国
期
に
な
る
と
『
孟
子
』
告
子
下
に
「
魯
の
繆
公
（
穆

公
）
の
時
（
前
四
〇
七
〜
前
三
七
七
）、
公
儀
子
（
公
儀
休
）
政

を
為
し
、
子
柳
・
子
思 

臣
た
る
も
、
魯
の
削
ら
る
る
や
滋ま
す

ま
す

甚
だ
し
」
と
あ
る
よ
う
に
、
魯
国
の
政
治
の
中
心
か
ら
三
桓
氏
の

名
が
見
ら
れ
な
く
な
り
没
落
し
た
と
さ
れ
て
い
る（

（
（

。
そ
の
直
接
的

平
丘
の
盟
か
ら
見
た
魯
・
晋
関
係

𠮷　

田　

章　

人
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要
因
を
知
る
こ
と
は
史
料
の
不
足
か
ら
困
難
で
あ
る
が
、
三
桓
氏

自
体
の
権
力
構
造
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
で
明
ら
か
に
な
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
筆
者
は
以
前

に
三
桓
氏
の
采
邑
支
配
の
失
敗
と
い
う
観
点
か
ら
、
定
公
十
二
年

（
前
四
九
八
）
の
「
堕
三
都
（
三
都
を
堕こ

ぼ

つ
）」
と
い
う
、
三
桓
氏

が
そ
れ
ぞ
れ
自
ら
の
勢
力
基
盤
で
あ
る
采
邑
を
破
壊
し
よ
う
と

図
っ
た
事
件
を
起
点
と
し
て
検
討
し
た
こ
と
が
あ
る（

（
（

。
采
邑
は
世

族
に
と
っ
て
重
要
な
勢
力
基
盤
で
あ
る
が
、
昭
公
期
に
す
で
に
三

桓
氏
の
采
邑
が
離
反
す
る
動
き
が
見
ら
れ
る（

（（
（

。
一
方
、
対
外
政
策

の
面
で
も
、
昭
公
期
に
は
魯
・
晋
関
係
が
不
安
定
に
な
り
、
昭
公

十
三
年
（
前
五
二
九
）
の
平
丘
（
河
南
省
新
郷
市
長
垣
県
の
西

南（
（（
（

）
の
盟
で
は
、
季
孫
氏
の
宗
主
季
孫
意
如
が
拘
束
さ
れ
る
事
態

に
至
っ
て
い
る
。

以
上
を
ふ
ま
え
て
、
本
稿
で
は
三
桓
氏
の
権
力
状
況
を
念
頭
に

置
き
つ
つ
、
平
丘
の
盟
に
注
目
し
、
こ
の
盟
か
ら
春
秋
後
期
の

魯
・
晋
関
係
、
さ
ら
に
魯
に
お
け
る
三
桓
氏
の
政
権
と
の
か
か
わ

り
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

な
お
、
本
稿
で
引
用
す
る
史
料
は
基
本
的
に
『
春
秋
左
氏
伝
』

（
以
下
、『
左
伝
』）
を
用
い
、
特
に
断
ら
な
い
限
り
『
左
伝
』
か

ら
の
引
用
で
あ
る
。『
春
秋
』
か
ら
の
場
合
は
経
文
と
記
す
。
ま

た
、
引
用
史
料
中
の
〔　

〕
は
筆
者
に
よ
る
補
足
で
あ
り
、

（　

）
は
同
じ
く
筆
者
に
よ
る
説
明
で
あ
る
。
国
君
を
固
有
名
詞

で
あ
ら
わ
す
場
合
、
魯
の
国
君
に
つ
い
て
は
「
○
公
」
と
国
名
を

省
略
し
て
表
記
し
、
そ
れ
以
外
の
国
の
国
君
に
つ
い
て
は
「
国
名

＋
○
公
」
と
表
記
す
る
こ
と
を
原
則
と
し
て
い
る
。
但
し
、
同
一

文
中
な
ど
、
ど
こ
の
国
の
国
君
か
自
明
と
思
わ
れ
る
場
合
は
国
名

を
省
略
し
た
。

一　

魯
の
対
外
政
策
│
問
題
の
所
在
│

春
秋
時
代
は
南
方
の
楚
が
台
頭
し
、
中
原
進
出
を
活
発
化
さ
せ

る
な
か
で
、
中
原
の
諸
侯
た
ち
は
有
力
諸
侯
を
盟
主
と
し
て
ま
と

ま
り
、
楚
の
北
上
に
対
抗
し
て
い
た
。
吉
本
道
雅
氏
は
こ
の
よ
う

な
有
力
諸
侯
が
盟
主
と
し
て
中
原
諸
国
に
対
し
覇
権
を
行
使
す
る

体
制
を
「
覇
者
体
制
」
と
よ
ん
で
い
る（

（（
（

。
僖
公
二
八
年
（
前
六
三

二
）
の
城
濮
（
山
東
省
菏
沢
市
鄄
城
県
の
西
南
）
の
戦
い
で
晋
が

楚
に
勝
利
し
て
以
降
は
、
晋
が
一
貫
し
て
中
原
の
盟
主
で
あ
り
、

こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、
魯
も
ま
た
晋
と
の
関
係
を
重
視
し

て
お
り
、
魯
の
対
外
政
策
は
晋
の
「
覇
者
体
制
」
の
も
と
で
進
め

ら
れ
て
い
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。

『
左
伝
』
を
見
る
限
り
、
魯
が
春
秋
期
を
通
じ
て
活
発
な
交
流

を
行
っ
て
い
る
の
は
斉
と
晋
で
あ
る
。
斉
は
晋
が
覇
権
を
確
立
す

る
以
前
の
、
中
原
に
お
け
る
盟
主
で
あ
る
と
と
も
に
、
魯
に
と
っ

（
三
九
二
）　
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三
）　

て
も
っ
と
も
近
隣
の
大
国
で
あ
り
、
両
国
間

で
く
り
か
え
し
結
ば
れ
た
婚
姻
に
象
徴
さ
れ

る
よ
う
に（

（（
（

、
非
常
に
関
係
の
深
い
国
で
あ
っ

た（
（（
（

。
一
方
で
、
斉
の
対
魯
政
策
は
斉
侯
が
代

わ
る
た
び
に
大
き
く
変
化
す
る
な
ど
安
定
し

て
お
ら
ず（

（（
（

、
ひ
と
た
び
魯
・
斉
関
係
が
悪
化

す
る
と
、
魯
は
し
ば
し
ば
斉
の
侵
攻
を
受
け

て
き
た（

（（
（

。
魯
・
斉
間
の
力
関
係
は
春
秋
時
代

を
通
じ
て
斉
が
ほ
ぼ
一
貫
し
て
優
位
な
立
場

に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら（

（（
（

、
魯
に

と
っ
て
斉
の
軍
事
行
動
は
非
常
に
深
刻
な
脅

威
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
状

況
を
ふ
ま
え
れ
ば
、
魯
に
と
っ
て
晋
と
の
関

係
強
化
は
楚
の
存
在
だ
け
で
な
く
、
斉
に
対

し
て
牽
制
・
対
抗
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
た
も

の
で
も
あ
っ
た（

（（
（

。
言
い
換
え
れ
ば
、
魯
の
対

晋
政
策
の
対
外
的
な
意
義
は
、
楚
へ
の
対
応

と
い
う
全
中
原
的
な
課
題
と
斉
へ
の
対
抗
と

い
う
地
域
的
な
課
題
に
か
か
わ
る
も
の
で

あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

以
上
を
ふ
ま
え
て
、
魯
の
対
外
政
策
の
変
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遷
に
つ
い
て
、
斉
・
晋
・
楚
と
の
関
係
を
軸
に
整
理
す
る
こ
と
に

し
た
い
。〔
表
1
〕
は
、
魯
と
斉
・
晋
・
楚
そ
れ
ぞ
れ
と
の
間
で

往
来
さ
れ
た
遣
使
の
状
況
を
時
期
ご
と
に
見
た
も
の
で
あ
る
。
そ

の
な
か
で
も
、
特
に
襄
公
期
に
つ
い
て
は
晋
・
楚
講
和
が
成
立
し

た
宋
の
盟
（
襄
公
二
七
年
、
前
五
四
六
）
以
前
・
以
後
、
昭
公
期

は
平
丘
の
盟
以
前
・
以
後
で
わ
け
た
。
ま
た
、
時
期
ご
と
に
魯
国

内
の
権
力
主
体
が
ど
の
勢
力
で
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
も
示
し
て
い

る
。〔

表
1
〕
の
使
者
往
来
件
数
か
ら
、
成
公
期
（
前
五
九
〇
〜
前

五
七
三
）
を
境
と
し
て
、
魯
の
外
交
対
象
の
主
体
が
数
値
的
に
見

て
、
斉
か
ら
晋
へ
と
大
き
く
変
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
筆

者
が
か
つ
て
指
摘
し
た
よ
う
に
、
成
公
期
に
お
い
て
、
魯
の
対
外

政
策
は
斉
重
視
か
ら
晋
重
視
へ
と
変
わ
る
が（

（（
（

、
魯
の
対
外
政
策
の

比
重
が
大
き
く
変
化
す
る
背
景
に
は
、
成
公
二
年
（
前
五
八
九
）

の
鞌
（
山
東
省
済
南
市
の
西
）
の
戦
い
に
お
い
て
、
斉
が
晋
に
大

敗
し
た
こ
と
、
さ
ら
に
魯
の
政
治
体
制
が
公
子
・
公
孫
を
中
心
と

す
る
公
室
政
治
か
ら
三
桓
氏
を
中
心
と
す
る
世
族
政
治
へ
と
移
行

し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る（

（（
（

。
吉
本
道
雅
氏
が
、
中
原
の
覇
権
を
確

立
し
た
晋
と
同
盟
国
世
族
と
の
密
接
な
協
力
関
係
が
世
族
支
配
体

制
の
形
成
に
有
利
に
作
用
し
た
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に（

（（
（

、
三
桓
氏

の
台
頭
は
魯
の
対
外
政
策
の
変
化
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
と

考
え
ら
れ
る
。

つ
づ
く
襄
公
期
（
前
五
七
二
〜
前
五
四
二
）
に
な
る
と
、
魯
・

晋
関
係
は
安
定
し
、
魯
は
一
貫
し
た
対
晋
協
調
路
線
を
と
る
よ
う

に
な
る
。
こ
う
し
た
魯
の
対
外
政
策
の
安
定
は
、
成
公
期
晩
年
に

お
け
る
三
桓
氏
間
の
対
立
解
消
と
、
幼
年
の
襄
公
即
位
に
よ
る
三

桓
氏
の
世
族
支
配
体
制
の
確
立
と
い
う
、
魯
国
内
の
政
治
状
況
が

影
響
し
た
と
考
え
ら
れ
る（

（（
（

。

と
こ
ろ
が
、
昭
公
期
（
前
五
四
一
〜
前
五
一
〇
）
に
な
る
と
、

〔
表
1
〕
の
遣
使
状
況
か
ら
は
大
き
な
変
化
は
な
い
も
の
の
、
実

際
に
は
魯
が
軍
事
行
動
を
活
発
化
さ
せ
、
そ
れ
に
対
し
て
晋
が
罰

し
た
よ
う
に
、
襄
公
期
に
比
べ
て
魯
・
晋
関
係
は
不
安
定
に
な
る（

（（
（

。

こ
う
し
た
背
景
に
は
、
襄
公
二
七
年
（
前
五
四
六
）
に
宋
の
盟
に

よ
っ
て
晋
・
楚
の
講
和
が
成
立
し
た
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
盟
は
弭

兵
の
盟
と
も
呼
ば
れ
、
こ
の
講
和
に
よ
り
晋
・
楚
の
戦
闘
は
大
き

く
減
少
す
る
。
童
書
業
氏
は
こ
の
晋
・
楚
の
講
和
に
よ
っ
て
、
定

公
四
年
（
前
五
〇
六
）
に
晋
が
召
陵
（
河
南
省
漯
河
市
郾
城
県
の

東
）
の
会
を
お
こ
な
っ
て
楚
に
侵
攻
す
る
ま
で
、
約
四
〇
年
間
、

中
原
は
平
和
な
時
期
で
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る（

（（
（

。
こ
の
こ
と
は
、

魯
に
と
っ
て
国
外
の
脅
威
が
解
消
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
が
、

吉
本
氏
は
こ
の
晋
・
楚
講
和
は
、
同
盟
維
持
の
必
然
性
を
喪
失
さ

せ
、
同
盟
の
性
格
を
変
質
さ
せ
た
と
し（

（（
（

、
晋
の
中
原
諸
侯
に
対
す
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る
求
心
力
低
下
を
指
摘
し
て
い
る
。

一
方
、
こ
の
時
期
、
魯
国
内
で
は
季
孫
氏
が
周
囲
の
反
対
を
押

し
切
っ
た
昭
公
の
擁
立（

（（
（

や
三
桓
氏
の
他
の
二
氏
で
あ
る
仲
孫
氏
・

叔
孫
氏
の
後
継
者
問
題
へ
の
介
入（

（（
（

な
ど
に
よ
っ
て
、
外
交
・
内
政

両
面
を
掌
握
す
る
こ
と
に
成
功
し
、
三
桓
氏
に
お
け
る
優
位
を
一

層
確
立
・
強
化
し
て
い
る（

（（
（

。
筆
者
は
こ
れ
ま
で
、
魯
の
対
晋
政
策

を
三
桓
氏
の
権
力
掌
握
と
密
接
に
か
か
わ
る
も
の
と
し
て
論
じ
て

き
た
。
実
際
、
三
桓
氏
に
よ
る
支
配
体
制
が
確
立
し
た
襄
公
期
に

は
、
魯
は
一
貫
し
た
対
晋
協
調
路
線
を
と
る
よ
う
に
な
る
。
だ
と

す
れ
ば
、
対
晋
協
調
路
線
を
進
め
て
き
た
季
孫
氏
に
権
力
が
集
中

し
た
昭
公
期
の
魯
・
晋
関
係
は
、
さ
ら
に
安
定
し
強
化
さ
れ
る
は

ず
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、『
左
伝
』
を
見
る
限
り
、
魯
は
晋
と
距

離
を
置
く
よ
う
に
な
り
、
魯
・
晋
関
係
は
不
安
定
な
も
の
に
な
っ

て
い
く
。

こ
う
し
た
昭
公
期
の
魯
・
晋
関
係
を
示
す
象
徴
的
な
事
件
が
、

昭
公
十
三
年
（
前
五
二
九
）
の
平
丘
の
盟
で
あ
ろ
う
。
平
丘
の
盟

は
、
晋
が
主
宰
す
る
十
四
の
諸
侯
国
が
参
加
し
た
会
盟
で
あ
っ
た（

（（
（

。

『
左
伝
』
に
、

邾ち
ゅ

人
・
莒き
ょ

人 

晋
に
愬う
っ
た
へ
て
曰
く
、
魯
は
朝
夕 

我
（
邾
・

莒
）
を
伐
ち
、
幾ほ

と

ん
ど
亡
び
ん
と
す
。
我
の
共
せ
ざ
る
は
、

魯
の
故
を
以
て
な
り
、
と
。
晋
侯
（
昭
公
）〔
魯
の
昭
〕
公

〔表１〕　魯・斉、魯・晋、魯・楚二国間外交対照表

魯侯（在位年数）
魯国の
権力主体

遣使

魯→斉 斉→魯 魯→晋 晋→魯 魯→楚 楚→魯

隠公前 722-712（11） 0 2 0 0 0 0

桓公前 711-694（18） 2［1］ 2［1］ 0 0 0 0

荘公前 693-662（32） 7［3］ 4［2］ 0 0 0 1

閔公前 661-660（2） 公室 0 2 0 0 0 0

僖公前 659-627（33） 7［3］ 2［1］ 3［1］ 2 1 1

文公前 626-609（18） 8 4 9［3］ 3 0 1

宣公前 608-591（18） 12［5］ 3 1 0 1 0

成公前 590-573（18） 公・三桓氏 2 1 11［4］ 10 0 0

襄公前572-542（31）
宋の盟（前546）以前

三桓氏
2 1 15［5］ 5 0 0

　〃　　　　 以後 0 0 2 2 1［1］ 1

昭公前541-510（32）
平丘の盟（前529）以前

季孫氏
2 0 7［3］ 2 2［1］ 1

　〃　　　　　以後 1 0 7［4］ 2 0 0

定公前 509-495（15）
三桓氏（24）

1 1 2［1］ 0 0 0

哀公前 494-468（27） 3 2 0 1 0 0

　　　　計 47［12］ 24［4］ 57［21］ 27 5［2］ 5

※［　］内は君主が赴いた回数
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六
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三
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を
見
ず
。
…
（
中
略
）
…
〔
魯
の
昭
〕
公 

盟
に
与あ
づ
か
ら
ず
。

晋
人 

季
孫
意
如
を
執
ふ
。
…
（
中
略
）
…
晋
人 

平
子
（
季

孫
意
如
）
を
以
て
帰
る
。（
昭
公
十
三
年
）

と
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
会
盟
に
お
い
て
、
邾
・
莒）

31
（

の
二
国
が
晋
に

対
し
て
魯
か
ら
の
軍
事
的
圧
迫
に
つ
い
て
訴
え
た
た
め
、
晋
は
昭

公
の
参
加
を
拒
否
し
、
季
孫
氏
の
宗
主
季
孫
意
如
を
拘
束
し
て
晋

へ
と
連
行
し
て
い
る
。

魯
の
対
外
政
策
を
主
導
し
、
晋
と
の
関
係
を
重
視
し
て
き
た
三

桓
氏
、
特
に
季
孫
氏
に
と
っ
て
、
平
丘
の
盟
と
は
こ
れ
ま
で
進
め

て
き
た
対
外
政
策
の
挫
折
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
が

あ
る
。
か
つ
て
拙
稿
で
は
、
昭
公
期
に
お
け
る
魯
・
晋
関
係
の
不

安
定
さ
を
指
摘
す
る
に
と
ど
ま
っ
た
が（

（（
（

、
本
稿
で
は
平
丘
の
盟
を

起
点
と
し
て
、
昭
公
期
の
魯
・
晋
関
係
に
つ
い
て
改
め
て
検
討
し

て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

二　

平
丘
の
盟
を
め
ぐ
る
動
き

ま
ず
、
平
丘
に
諸
侯
が
召
集
さ
れ
、
季
孫
意
如
が
拘
束
・
連
行

さ
れ
る
ま
で
の
経
緯
に
つ
い
て
見
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

平
丘
の
盟
に
至
る
直
接
的
な
要
因
に
つ
い
て
、『
左
伝
』
は
、

晋 

虒し

き祁
〔
の
宮
〕
を
成
し
、
諸
侯
の
朝
し
て
帰
る
者 

皆
な

貳じ

心し
ん

有
り
き
。〔
魯
の
〕
郠こ

う

を
取
り
し
が
為
の
故
に
、
晋 

将

に
諸
侯
を
以
て
来
た
り
討
た
ん
、
と
。〔
晋
の
〕
叔
向
曰
く
、

諸
侯
以
て
威
を
示
さ
ざ
る
可
か
ら
ず
、
と
。（
昭
公
十
三
年
）

と
、
諸
侯
の
離
反
に
対
す
る
警
戒
と
と
も
に
、
魯
が
「
郠
を

取
」
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
い
う
「
郠
を
取
」
る
と
は
、
昭
公
十
年
（
前
五
三
二
）

の
季
孫
意
如
が
莒
を
攻
め
て
郠
（
莒
の
邑
、
山
東
省
臨
沂
市
沂
水

県
付
近
）
を
占
領
し
た
こ
と
を
指
し
て
い
る（

（（
（

。
す
な
わ
ち
、
平
丘

の
盟
が
行
わ
れ
た
直
接
的
な
理
由
の
一
つ
と
し
て
、
魯
の
軍
事
行

動
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

で
は
、
魯
の
軍
事
行
動
は
魯
・
晋
関
係
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を

及
ぼ
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
次
に
、
昭
公
期
に
お
け
る
魯
の
軍
事

行
動
を
見
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

〔
表
2
〕
は
昭
公
期
、
特
に
平
丘
の
盟
以
前
の
魯
の
軍
事
行
動

を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。〔
表
2
〕
に
挙
げ
た
『
左
伝
』
の
記
事

よ
り
、
魯
は
昭
公
期
に
な
る
と
、
近
隣
の
小
国
、
な
か
で
も
莒
に

軍
事
的
圧
迫
を
加
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

邾
や
莒
も
ま
た
襄
公
期
以
降
、
晋
の
同
盟
下
に
あ
る
国
で
あ
り（

（（
（

、

魯
の
軍
事
行
動
は
晋
の
意
向
に
反
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
よ

う
。
こ
う
し
た
魯
の
軍
事
行
動
に
対
し
て
、
諸
侯
の
盟
主
で
あ
る

晋
が
厳
し
く
咎
め
た
の
が
平
丘
の
盟
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
『
左
伝
』
を
見
る
と
、
平
丘
の
盟
以
前
に
は
、
晋
は



平
丘
の
盟
か
ら
見
た
魯
・
晋
関
係

三
九
七
（
三
九
七
）　

魯
の
軍
事
行
動

に
対
し
て
比
較

的
寛
容
な
態
度

を
取
っ
て
い
る
。

以
下
、
昭
公
元

年
（
前
五
四

一
）
か
ら
平
丘

の
盟
（
昭
公
十

三
年
、
前
五
二

九
）
に
い
た
る

ま
で
の
魯
の
軍

事
行
動
に
対
す

る
晋
の
対
応
を

見
て
い
く
こ
と

に
し
た
い
。

三　

晋
の
外
交
姿
勢

〔
表
3
〕
は
、
平
丘
の
盟
で
問
題
と
な
る
郠
占
領
以
前
の
、
昭

公
期
に
お
け
る
魯
と
莒
の
間
で
お
こ
っ
た
対
立
・
抗
争
で
晋
が
か

か
わ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
表
中
の
昭
公
元
年
の
事
例
に
つ
い
て
は
、

晋
・
楚
が
宋
の
盟
を
温
め
直
し
た
虢
（
河
南
省
滎
陽
市
の
北
）
で

の
会
盟
の
さ
な
か
、
魯
の
季
孫
宿
が
莒
に
対
し
て
起
こ
し
た
軍
事

行
動
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
昭
公
五
年
の
二
件
に
つ
い
て
は
と

も
に
、
邑
を
も
っ
て
莒
か
ら
魯
に
奔
っ
た
莒
の
牟
夷
と
い
う
人
物

を
魯
が
受
け
入
れ
た
こ
と
に
対
し
て
起
こ
っ
た
魯
・
莒
間
の
紛
争

に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。

〔
表
3
〕
に
お
い
て
下
線
で
示
し
た
よ
う
に
、「
莒
人 

〔
虢
の
〕

会
に
告
ぐ
」（
昭
公
元
年
）・「
莒
人 

晋
に
愬
ふ
」（
昭
公
五
年
）

と
、
平
丘
の
盟
以
前
に
も
、
莒
は
魯
の
こ
と
を
晋
に
訴
え
て
い
る
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
晋
は
魯
を
擁
護
す
る
、
も
し
く
は
黙
認
す
る

立
場
を
と
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
昭
公
期
の
魯
と
莒
の
紛
争
に

お
い
て
、
晋
は
も
と
も
と
は
魯
の
軍
事
行
動
を
黙
認
す
る
立
場
を

と
っ
て
お
り
、
平
丘
の
盟
に
お
け
る
晋
の
対
応
は
そ
れ
以
前
と
は

異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

で
は
な
ぜ
、
晋
は
平
丘
の
盟
に
お
い
て
態
度
を
変
え
る
の
で
あ

ろ
う
か
。
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
昭
公
期
に
は
い
る
と
魯

〔表２〕　昭公期（平丘の盟以前）における魯の軍事行動

　 　 『春秋』・『左伝』 対象国

1 昭公元年（前 541） 〔魯の〕季武子（季孫宿）莒を伐ちて鄆
うん

を取る。 莒

2 昭公元年（前 541） 〔魯の〕叔弓 師を帥
ひき

ゐて鄆の田を疆
ただ

すは、莒の乱に因るなり。 莒

3 昭公 5年（前 537）
莒人 来たり討つ。備へを設けず。〔七月〕戊辰、〔魯の〕叔弓 
諸（莒）を蚡泉に敗る。莒 未だ陳せざればなり。

莒

4 昭公 8年（前 534） 秋、〔魯〕紅に大蒐
しゅう
（35）す。根牟より商・衛に至る。革車千乗。 ?

5 昭公 10 年（前 532） 秋、七月、〔魯の〕平子（季孫意如）莒を伐ちて郠を取る。 莒

6 昭公 11 年（前 531）〔魯〕比蒲に大蒐す。 邾 ?（36）
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は
軍
事
行
動
を
活
発
化
さ
せ
る
よ
う
に
な
る
が
、
こ
う
し

た
魯
の
動
き
に
対
し
て
晋
は
寛
容
な
態
度
を
と
っ
て
お
り
、

魯
の
軍
事
行
動
の
み
が
平
丘
の
盟
に
お
い
て
晋
が
魯
を
処

罰
し
た
理
由
と
は
考
え
が
た
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

ま
ず
、
昭
公
期
に
お
け
る
魯
の
対
外
政
策
を
見
て
い
く

と
、
軍
事
行
動
の
活
発
化
と
い
う
点
以
外
に
も
変
化
が
見

ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
宋
の
盟
に
よ
り
、
晋
・
楚
そ
れ
ぞ

れ
の
同
盟
下
に
あ
る
諸
侯
た
ち
は
晋
・
楚
双
方
に
朝
見
す

る
こ
と
に
な
っ
た（

（（
（

。
こ
れ
に
よ
り
魯
侯
は
楚
に
も
朝
見
す

る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
実
際
に
は
襄
公
二
八
年
（
宋
の
盟

の
翌
年
、
前
五
四
五
）
の
み
で
途
絶
え
て
お
り（

（（
（

、
昭
公
四

年
（
前
五
三
八
）
の
楚
が
主
宰
し
た
会
盟
に
も
参
加
し
て

い
な
い（

（（
（

。『
左
伝
』
で
は
鄭
の
子
産
（
公
孫
僑
）
が

「
魯
・
衛
は
斉
に
偪せ

ま

ら
れ
て
晋
に
親
し
」（
昭
公
四
年
）
と

述
べ
て
魯
の
会
盟
不
参
加
の
理
由
を
説
明
し
て
お
り（

（（
（

、
郭

克
煜
氏
は
こ
う
し
た
状
況
を
晋
と
の
関
係
を
維
持
す
る
た

め
、
あ
え
て
楚
と
の
交
流
を
控
え
た
と
解
し
て
い
る（

（（
（

。
と

こ
ろ
が
、
昭
公
六
年
（
前
五
三
六
）、
魯
は
叔
弓（

（（
（

を
楚
に

派
遣
す
る
と
、
翌
昭
公
七
年
（
前
五
三
五
）
に
は
昭
公
自

ら
楚
に
赴
き
、
昭
公
九
年
（
前
五
三
三
）
に
は
叔
弓
が

宋
・
鄭
・
衛
の
使
者
と
と
も
に
楚
霊
王
（
在
位
前
五
四
〇

〔表３〕　昭公期（平丘の盟以前）の魯・莒抗争と結果

　 魯・莒間の抗争 結果

昭公元年
（前 541）

〔魯の〕季武子（季
孫宿） 莒を伐ちて鄆
を取る。

莒人 〔虢の〕会に告ぐ。楚 晋に告げて曰く、盟を尋
あたた

めて未だ
退かず。而るに魯 莒を伐つは、斉盟を瀆すなり。請ふ其の
使ひ（叔孫豹）を戮せん、と。〔晋〕乃ち諸を楚に請ひて曰
く、魯は罪有りと雖も、其の執事 難を辟けず、威を畏れて
命を敬せり。…（中略）…莒の疆事 楚 与り知ること勿く、
諸侯 煩ふ無くば、亦た可ならずや。…（中略）…〔晋〕　固
く諸を楚に請ふ。楚人 之を許し、乃ち〔魯の〕叔孫〔豹〕
を免
ゆる

す。

昭公 5年
（前 537）

夏、莒の牟夷 牟婁及
び防・茲を以て〔魯
に〕来奔す。

莒人 晋に愬
うった

ふ。晋侯（平公）、〔魯の昭〕公を止めんと欲
す。〔晋の〕范献子（士鞅）曰く、不可なり。…（中略）…
〔晋〕乃ち〔昭〕公を帰す。秋、七月、〔魯の昭〕公 晋より
至る。

昭公 5年
（前 537）

～

昭公 6年
（前 536）

莒人 来たり討つ。備
へを設けず。〔七月〕
戊辰、〔魯の〕叔弓 
諸を蚡泉に敗る。莒 
未だ陳せざればな
り。（昭公 5年）

夏、〔魯の〕季孫宿 晋に如
ゆ

くは、莒の田を拝するなり。（昭
公 6年）
杜注「 前年、〔莒の〕牟夷の邑を受くるも〔晋に〕討たれざ

るを謝するなり」



平
丘
の
盟
か
ら
見
た
魯
・
晋
関
係

三
九
九
（
三
九
九
）　

〜
前
五
二
九
）
と
会
し
て
い
る（

（（
（

。
ま
た
、
昭
公
七
年
・
九
年
に
は

叔
孫
婼し

ゃ
くと
仲
孫
貜
が
そ
れ
ぞ
れ
斉
に
赴
い
て
い
る（

（（
（

。『
左
伝
』
か

ら
魯
の
外
交
活
動
を
見
る
限
り
、
楚
と
の
接
触
は
宋
の
盟
直
後
の

襄
公
二
八
年
（
前
五
四
五
）
以
来
十
年
近
く
途
絶
え
て
お
り
、
斉

と
の
接
触
は
襄
公
二
〇
年
（
前
五
五
三
）
以
来
と
、
宋
の
盟
以
降

も
魯
と
両
国
と
の
交
流
は
決
し
て
盛
ん
と
は
い
え
な
い
も
の
で
あ

り
、
特
に
楚
に
つ
い
て
は
、〔
表
1
〕
に
も
あ
ら
わ
れ
る
よ
う
に
、

こ
れ
ま
で
と
は
異
な
る
傾
向
が
あ
る
。
昭
公
四
年
の
時
点
で
は
楚

と
の
交
流
を
回
避
し
て
い
た
魯
が
、
昭
公
六
年
以
降
に
な
る
と
斉

や
楚
と
の
接
近
を
図
る
よ
う
に
な
る
こ
と
は
対
外
政
策
の
面
で
大

き
な
変
化
と
い
え
る
。

す
な
わ
ち
、
魯
は
こ
の
時
期
、
邾
や
莒
に
軍
事
的
圧
迫
を
加
え

る
よ
う
に
な
っ
た
だ
け
で
な
く
、
楚
や
斉
に
も
接
近
し
つ
つ
あ
っ

た
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
宋
の
盟
以
降
、
晋
の
諸
侯
に
対
す
る
求

心
力
の
低
下
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
晋
に
と
っ
て
、
こ
う
し
た
魯

の
動
き
は
邾
・
莒
に
対
す
る
軍
事
行
動
以
上
に
看
過
で
き
な
か
っ

た
と
思
わ
れ
る
。
特
に
『
左
伝
』
に
み
え
る
「〔
魯
〕
君
の
楚
に

在
る
は
、
晋
に
於
い
て
は
罪
な
り
」（
昭
公
七
年
）
と
い
う
季
孫

宿
の
言
葉
が
示
す
よ
う
に
、
楚
へ
の
接
近
は
晋
に
問
題
視
さ
れ
た

よ
う
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
晋
は
そ
れ
ま
で

の
魯
の
軍
事
行
動
に
対
し
て
黙
認
す
る
姿
勢
を
示
し
て
い
た
。
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
魯
は
な
ぜ
斉
や
楚
へ
の
接
近
を
図
る
よ
う
な
動

き
を
見
せ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。『
左
伝
』
に
よ
れ
ば
、
楚
は
昭
公

を
呼
び
だ
す
た
め
に
、
大
宰
薳い

啓け
い

彊き
ょ
うを
魯
に
派
遣
し
て
い
る
。
そ

し
て
そ
の
際
、
薳
啓
彊
は
昭
公
に
「
若
し
来
た
ら
ざ
れ
ば
、
使
臣 

行
期
を
問
ひ
請
ふ
」
と
述
べ
た
と
さ
れ
る
（
昭
公
七
年
）。
こ
の

言
葉
は
杜
注
や
会
箋
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
昭
公
が
楚
を
訪
れ
な

け
れ
ば
魯
に
出
兵
す
る
こ
と
を
仄
め
か
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
す

な
わ
ち
、『
左
伝
』
か
ら
は
魯
が
楚
に
接
近
し
た
理
由
を
楚
国
の

圧
力
に
屈
し
た
た
め
と
解
す
こ
と
が
で
き
る
が
、
果
た
し
て
そ
れ

だ
け
で
あ
ろ
う
か
。
次
に
、
宋
の
盟
以
後
の
晋
の
外
交
姿
勢
か
ら

見
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

こ
の
時
期
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
晋
と
斉
の
接
近
で
あ
る
。
昭

公
二
年
（
前
五
四
〇
）、
趙
武
に
代
わ
っ
て
晋
の
執
政
と
な
っ
た

韓
起
は
ま
ず
魯
・
斉
・
衛
に
赴
い
て
い
る
。『
左
伝
』
は
そ
の
理

由
を
「
政
を
為
す
を
告
げ
て
、
来
た
り
見ま

み

ゆ
。
礼
な
り
」
と
す
る

が
、
晋
の
卿
が
執
政
と
な
っ
た
こ
と
を
他
国
に
報
告
す
る
よ
う
な

記
事
は
こ
れ
以
外
に
は
な
く
、
当
時
の
晋
が
こ
れ
ら
の
国
々
を
重

要
視
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
い
え
よ
う
。
こ
の
と
き
、
韓

起
は
斉
に
「
幣
を
納
め
」
て
お
り
、
同
年
、
韓
須
（
韓
起
の
子（

（（
（

）

が
斉
に
赴
き
、
晋
平
公
（
在
位
前
五
五
七
〜
前
五
三
二
）
の
た
め
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に
斉
の
公
女
少
姜
を
迎
え
て
い
る
。
さ
ら
に
少
姜
が
死
去
す
る
と
、

翌
昭
公
三
年
（
前
五
三
九
）
に
も
再
び
斉
の
公
女
（
実
際
に
は
公

孫
蠆
の
娘
）
が
迎
え
ら
れ
た
。
ま
た
昭
公
六
年
（
前
五
三
六
）、

斉
が
晋
に
北
燕
侵
攻
を
求
め
る
と
こ
れ
を
許
可
し
て
い
る
。
こ
の

よ
う
に
、
昭
公
期
に
入
る
と
晋
・
斉
の
接
近
が
確
認
さ
れ
る（

（（
（

。
襄

公
期
に
斉
の
対
晋
外
交
を
担
当
し
て
い
た
崔
氏
は
す
で
に
滅
び
て

い
た
が（

（（
（

、
新
た
に
斉
恵
公
に
出
自
す
る
欒
氏
・
高
氏
が
台
頭
し
て

い
た
。
彼
ら
は
韓
起
と
会
見
し
（
昭
公
二
年
）、
ま
た
公
孫
蠆

（
斉
恵
公
の
孫
、
後
の
高
氏
の
祖
）
は
斉
の
公
女
を
自
身
の
娘
に

す
り
か
え
て
晋
侯
（
平
公
）
に
嫁
が
せ
る
（
昭
公
三
年
）
な
ど
、

晋
と
の
接
近
を
図
っ
て
い
る
。
婚
姻
に
つ
い
て
は
晋
・
楚
の
間
で

も
見
ら
れ
、
晋
は
公
女
を
楚
に
嫁
が
せ
て
い
る
（
昭
公
五
年
）（

（（
（

。

こ
れ
ら
を
見
る
限
り
、
晋
の
対
外
政
策
は
執
政
韓
起
の
下
で
、

斉
・
楚
に
対
し
て
協
調
・
懐
柔
路
線
が
進
め
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ

る（
（（
（

。ま
た
、
昭
公
七
年
（
前
五
三
五
）
に
は
「
晋
人 

杞
の
為
に
成

を
取
る
」
と
、
晋
に
よ
っ
て
魯
の
邑
成
（
山
東
省
泰
安
市
寧
陽
県

の
東
北
）
が
杞
に
与
え
ら
れ
て
い
る（

（（
（

。
成
は
仲
孫
氏
の
采
邑
で
あ

り
、
斉
に
対
す
る
最
重
要
拠
点
で
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら（

（（
（

、
魯
に

と
っ
て
は
厳
し
い
要
求
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
季
孫
宿
は
成
を

守
る
謝
息
に
対
し
て
別
の
邑
を
与
え
る
こ
と
を
条
件
に
了
承
さ
せ

て
い
る（

（（
（

。
前
述
し
た
「〔
魯
〕
君
の
楚
に
在
る
は
、
晋
に
於
い
て

は
罪
な
り
」
と
い
う
言
葉
は
こ
の
と
き
発
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、

直
接
的
な
要
因
は
昭
公
が
楚
に
赴
い
た
こ
と
が
晋
の
不
興
を
招
い

た
た
め
で
あ
っ
た
。
一
方
、
晋
が
こ
の
よ
う
に
杞
国
を
厚
遇
し
た

の
は
晋
平
公
の
母
が
杞
の
出
身
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
で
あ
る（

（（
（

。
こ

う
し
た
杞
に
対
す
る
特
別
扱
い
は
、
襄
公
二
九
年
（
前
五
四
四
）

に
は
す
で
に
晋
は
杞
の
た
め
に
諸
侯
を
召
集
し
て
城
壁
の
修
築
を

さ
せ
た
こ
と
に
も
見
ら
れ
る（

（（
（

。
さ
ら
に
同
年
、
魯
に
対
し
て
も
司

馬
の
女
叔
侯
を
魯
に
派
遣
し
て
、
魯
が
杞
か
ら
取
っ
た
土
地
の
返

還
を
求
め
さ
せ
て
い
る（

（（
（

。
こ
の
と
き
は
「
尽
く
帰
さ
ざ
る
な
り
」

と
さ
れ
て
い
る
が
、
お
そ
ら
く
は
昭
公
期
に
入
っ
て
か
ら
も
土
地

に
関
し
て
晋
か
ら
魯
へ
の
一
定
の
圧
力
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る（

（（
（

。

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
少
な
く
と
も
昭
公
六
年
（
前
五

三
六
）
の
時
点
ま
で
、
晋
は
魯
の
軍
事
行
動
を
黙
認
し
て
お
り
、

魯
に
対
す
る
外
交
姿
勢
そ
の
も
の
に
は
変
化
が
見
ら
れ
な
い
。
一

方
で
、
宋
の
盟
以
降
、
晋
は
斉
と
婚
姻
を
結
び
（
昭
公
二
年
・
三

年
）、
杞
を
厚
遇
す
る
（
襄
公
二
九
年
・
昭
公
七
年
）
な
ど
、
魯

以
外
の
山
東
諸
国
と
も
協
調
を
図
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
晋
と
の

関
係
を
強
化
す
る
こ
と
で
、
斉
に
対
抗
し
て
き
た
魯
に
と
っ
て
、

こ
う
し
た
晋
・
斉
協
調
は
自
国
の
立
場
を
危
う
く
す
る
も
の
で

あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
宋
の
盟
以
後
の
晋
の
対
外
協
調
路
線
は
、



平
丘
の
盟
か
ら
見
た
魯
・
晋
関
係

四
〇
一
（
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一
）　

結
果
的
に
晋
の
同
盟
下
に
お
け
る
魯
の
立
場
を
相
対
化
さ
せ
る
も

の
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
魯
が
邾
・
莒
に
対
し
て
軍
事
的
圧
力

を
加
え
る
だ
け
で
な
く
、
さ
ら
に
昭
公
六
年
ご
ろ
か
ら
楚
や
斉
に

接
近
し
は
じ
め
る
背
景
に
は
、
晋
の
対
外
協
調
路
線
に
よ
っ
て
晋

の
同
盟
下
に
お
け
る
魯
の
立
場
の
相
対
的
な
低
下
を
招
い
た
こ
と

が
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
こ
に
、
二
国
間
の
関
係
を
見
る

だ
け
で
は
明
ら
か
に
し
え
な
い
春
秋
時
代
の
国
際
情
勢
の
複
雑
さ

を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
晋
の
協
調
路
線
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

諸
侯
は
晋
か
ら
離
反
す
る
動
き
を
示
す
よ
う
に
な
る
。
晋
・
楚
講

和
に
よ
っ
て
晋
の
覇
者
体
制
が
求
心
力
を
失
い
つ
つ
あ
る
な
か
で
、

晋
が
邾
・
莒
に
軍
事
的
圧
力
を
加
え
る
魯
に
対
し
て
勢
威
を
示
す

こ
と
に
よ
っ
て
、
諸
侯
の
離
反
す
る
動
き
を
抑
え
よ
う
と
図
っ
た

の
が
平
丘
の
盟
で
あ
っ
た
。

で
は
、
こ
の
平
丘
の
盟
は
魯
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
意
味
を

持
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

四　

魯
に
お
け
る
平
丘
の
盟
の
影
響

ま
ず
、
平
丘
の
盟
以
降
の
魯
の
軍
事
行
動
か
ら
見
て
い
く
こ
と

に
し
た
い
。
軍
事
行
動
に
つ
い
て
は
、
昭
公
二
三
年
（
前
五
一

九
）
に
魯
の
武
城
（
山
東
省
臨
沂
市
費
県
の
西
南
）
の
人
が
邾
軍

を
破
り
、
そ
の
大
夫
を
捕
ら
え
た
記
事
が
見
ら
れ
る
も
の
の（

（（
（

、
こ

れ
は
『
左
伝
』
を
見
る
限
り
偶
発
的
な
出
来
事
に
す
ぎ
ず
、
積
極

的
な
軍
事
行
動
が
見
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
昭
公
期
後
半

に
は
、
斉
が
莒
を
く
り
か
え
し
圧
迫
し
莒
は
弱
体
化
し
て
い
く
が（

（（
（

、

魯
が
莒
に
出
兵
し
た
記
事
は
見
ら
れ
な
い
。

次
に
、
晋
と
の
関
係
を
見
て
い
く
。〔
表
4
〕
は
、「
昭
公
期
に

お
け
る
魯
か
ら
晋
へ
の
遣
使
」
の
担
当
者
や
そ
の
状
況
・
内
容
を

『
左
伝
』
か
ら
見
た
も
の
で
あ
る
。
全
十
四
件
の
う
ち
、
⑧
以
降

が
平
丘
の
盟
以
後
の
遣
使
で
あ
る
。

〔
表
4
〕
⑧
以
降
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
平
丘
の
盟
以
降
、
魯

は
晋
に
、
昭
公
自
身
の
場
合
も
含
め
て
七
回
使
者
を
派
遣
し
て
い

る
が
、
そ
の
う
ち
三
回
は
晋
の
要
請
に
よ
っ
て
途
中
で
引
き
返
し

て
い
る
（
⑧
⑪
⑭
）。
ま
た
、
⑨
の
よ
う
に
晋
に
赴
い
た
昭
公
が

翌
年
ま
で
帰
国
を
許
さ
れ
な
か
っ
た
り
、
⑫
で
は
邾
の
人
が
晋
に

魯
と
の
紛
争
に
つ
い
て
訴
え
た
た
め（

（（
（

、
叔
孫
婼
が
拘
束
さ
れ
る
事

態
に
至
っ
た
り
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
見
る
限
り
、
平
丘
の
盟
以

降
、
魯
・
晋
関
係
は
冷
え
込
ん
で
い
た
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

さ
ら
に
、
斉
や
楚
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
、
平
丘
の
盟
以
降
は

長
く
二
国
間
交
流
は
途
絶
え
て
い
る（

（（
（

。
前
述
し
た
よ
う
に
、
魯
が

楚
に
接
近
す
る
こ
と
は
晋
の
不
興
を
買
う
こ
と
で
あ
り
、
魯
・
晋

関
係
が
冷
え
込
ん
で
い
く
な
か
で
、
あ
え
て
斉
や
楚
と
の
関
係
を
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〔表４〕　昭公期における魯から晋への遣使

　 年代 魯公 担当者『左伝』 備考

①

前 540 昭 2

叔弓 叔弓 晋に聘
へい

す。〔晋の韓〕宣子に報ゐるなり。

② 昭公
季孫宿

晋の少姜卒す。〔昭〕公 晋に如かんとす。河に及び、
晋侯（平公） 士文伯をして来たりて辞せしむ。…（中
略）…〔昭〕公還る。季孫宿 遂に服を致す。

昭公は途中で
引き返す

③ 前 537 5 昭公
〔昭〕公 晋に如く。郊労より贈賄に至るまで、礼を失
ふ無し。

④ 前 536 6 季孫宿 季孫宿 晋に如くは、莒
きょ

の田を拝するなり。

⑤ 前 534 8 叔弓 叔弓 晋に如くは、虒
し

祁
き

〔の宮〕を賀するなり。

⑥ 前 532 10 叔孫婼

叔孫婼・斉の国弱・宋の華定・衛の北宮喜・鄭の罕
かん

虎
こ

・許人・曹人・莒人・邾人・滕
とう

人・薛
せつ

人・杞人・小
邾人 晋に如くは〔晋の〕平公を葬るなり。

⑦ 前 530 12 昭公公子憖

〔昭〕公 晋に如かんとす。河に至り乃ち復
かえ

る。郠を取
るの役、莒人 晋に愬

うった

ふ。晋に平公の喪有り、未だ之を
治めず。故に〔昭〕公を辞す。公子憖

ぎん

 遂に晋に如く。

昭公は途中で
引き返す

以下、平丘の盟以降

⑧ 前 529 13 昭公

〔昭〕公 晋に如かんとす。〔晋の〕荀呉 韓宣子に謂ひ
て曰く、…（中略）…其の卿を執へて其の君を朝せし
むは好

よ

からざる有り。之を辞すに如
し

かず、と。乃ち士
景伯をして〔昭〕公を河に辞せしむ。

途中で引き返
す

⑨
前 527
～
前 526

15 ～
16 昭公

〔昭〕公 晋に如くは、平丘の会の故なり。
十六年、春、王の正月、〔昭〕公 晋に在り。晋人 公
を止む。

翌年まで帰国
できず

⑩ 前 526 16 季孫意如
季平子（季孫意如） 晋に如き〔晋の〕昭公を葬る。

⑪ 前 521 21 昭公
〔昭〕公 晋に如かんとす。河に及ぶ。鼓 晋に叛す。
晋 将に鮮虞を伐たんとす。故に〔昭〕公を辞す。

途中で引き返
す

⑫

前 519 23

叔孫婼
邾人 晋に愬ふ。晋人 来たり討つ。叔孫婼 晋に如く。
晋人 之を執ふ。

叔孫婼拘束さ
れる

⑬ 申豊 叔孫〔婼〕の為が故に、申豊 貨を以て晋に如く。

⑭ 昭公
〔昭〕公 叔孫〔婼〕の為が故に晋に如かんとす。河に
及び、疾

やま

ひ有りて復る。
途中で引き返
す
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維
持
し
て
い
く
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
斉
や
楚
と

の
関
係
が
魯
に
と
っ
て
晋
に
代
わ
り
う
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
の

で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
平
丘
の
盟
の
後
、
魯
の
外
交
活
動
は
停
滞
し
た

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
軍
事
行
動
に
つ
い
て
は
、
平
丘
の
会
盟
当
時
、

魯
で
は
ま
さ
に
季
孫
氏
の
家
臣
南
蒯
が
費
（
季
孫
氏
の
采
邑
、
山

東
省
臨
沂
市
費
県
の
西
北
）
に
拠
っ
て
離
反
し
て
い
る
最
中
で
あ

り（
（（
（

、
魯
に
と
っ
て
み
れ
ば
国
内
で
も
不
安
定
要
素
を
抱
え
、
軍
事

行
動
を
起
こ
す
余
裕
が
な
く
な
っ
た
面
も
否
定
で
き
な
い
。
し
か

し
な
が
ら
、
遣
使
に
見
え
る
魯
・
晋
関
係
の
悪
化
を
加
味
す
れ
ば
、

平
丘
の
盟
以
降
の
晋
の
態
度
が
、
魯
の
外
交
活
動
を
著
し
く
掣
肘

し
た
と
い
え
よ
う
。

こ
の
こ
と
は
、
魯
の
対
外
政
策
を
牽
引
す
る
三
桓
氏
に
と
っ
て

大
き
な
挫
折
で
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
昭
公
期
は
三
桓
氏
の

な
か
で
も
季
孫
氏
に
権
力
が
集
中
し
た
時
代
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の

対
外
政
策
は
季
孫
氏
が
主
導
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
す
な
わ
ち

当
時
、
季
孫
氏
は
自
身
の
采
邑
の
離
反
に
直
面
し
て
い
た
上
に
、

対
外
政
策
の
失
敗
と
い
う
問
題
を
抱
え
た
こ
と
に
な
る
。

さ
ら
に
外
交
を
め
ぐ
っ
て
は
、
叔
孫
氏
（
叔
孫
豹
）
は
虢
の
会

に
お
い
て
魯
の
軍
事
行
動
が
原
因
で
一
時
拘
束
さ
れ
（
昭
公
元
年
、

前
五
四
一
）、
仲
孫
氏
は
晋
の
要
求
に
よ
っ
て
季
孫
氏
か
ら
采
邑

成
を
取
り
上
げ
ら
れ
る
（
昭
公
七
年
、
前
五
三
五
）
な
ど
、
平
丘

の
盟
以
前
か
ら
対
晋
関
係
に
起
因
し
て
季
孫
氏
と
叔
孫
氏
・
仲
孫

氏
と
の
間
で
利
害
の
対
立
が
生
じ
つ
つ
あ
っ
た
。
昭
公
二
五
年

（
前
五
一
七
年
）、
魯
で
は
昭
公
が
季
孫
氏
を
打
倒
す
べ
く
挙
兵
し

敗
れ
て
斉
に
出
奔
す
る
と
い
う
事
件
が
起
こ
っ
て
い
る
が
、
こ
の

と
き
仲
孫
氏
・
叔
孫
氏
は
当
初
、
昭
公
の
挙
兵
に
対
し
て
拱
手
傍

観
の
姿
勢
を
示
し
、
季
孫
意
如
は
一
時
窮
地
に
陥
っ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
に
、
魯
国
の
権
力
を
掌
握
し
た
季
孫
氏
に
対
す
る
不
満
は
、

采
邑
の
離
反
・
対
外
政
策
の
失
敗
と
い
う
二
つ
の
失
策
に
よ
っ
て

顕
在
化
さ
れ
た
と
い
え
る
。
こ
の
こ
と
は
、
季
孫
氏
の
求
心
力
を

低
下
さ
せ
、
昭
公
の
挙
兵
と
い
う
事
態
を
招
い
た
要
因
と
な
っ
た

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

五　

結
び
に
か
え
て

以
上
を
ふ
ま
え
て
、
平
丘
の
盟
を
め
ぐ
る
魯
・
晋
関
係
を
ま
と

め
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

ま
ず
、
宋
の
盟
（
襄
公
二
七
年
、
前
五
四
六
）
か
ら
平
丘
の
盟

（
昭
公
十
三
年
、
前
五
二
九
）
に
至
る
ま
で
の
晋
の
外
交
姿
勢
か

ら
、
晋
の
対
外
政
策
に
お
け
る
魯
の
比
重
は
相
対
的
な
も
の
で

あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
い
え
よ
う（

（（
（

。
宋
の
盟
の
後
、

国
外
の
脅
威
が
薄
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
昭
公
期
に
な
る
と
魯
は
近
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隣
の
小
国
で
あ
る
邾
や
莒
を
圧
迫
し
て
い
く
よ
う
に
な
る
。
し
か

し
、
晋
は
こ
う
し
た
魯
の
軍
事
行
動
を
少
な
く
と
も
当
初
は
黙
認

し
て
お
り
、
魯
の
軍
事
行
動
が
晋
か
ら
の
離
反
を
意
味
す
る
わ
け

で
は
な
く
、
晋
も
ま
た
魯
に
対
し
て
特
に
厳
し
い
態
度
を
と
っ
て

い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
一
方
、
晋
は
斉
や
杞
と
い
う
魯
以
外

の
山
東
諸
国
に
対
し
て
も
協
調
あ
る
い
は
優
遇
す
る
姿
勢
を
見
せ

て
い
る
。
晋
と
の
関
係
を
強
化
す
る
こ
と
で
斉
へ
の
対
抗
を
図
っ

て
き
た
魯
に
と
っ
て
、
こ
う
し
た
晋
の
対
外
協
調
路
線
は
魯
の
立

場
を
対
外
的
に
相
対
化
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ

の
た
め
、
魯
は
楚
に
接
近
す
る
な
ど
し
て
独
自
の
外
交
を
試
み
た

の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
う
し
た
魯
の
独
自
外
交
は
平
丘

の
盟
に
よ
っ
て
晋
か
ら
否
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
は

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
そ
の
後
の
魯
・
晋
関
係
も
不
安
定

化
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
ら
の
動
き
は
、
宋
の
盟
か
ら
平

丘
の
盟
ま
で
の
約
十
七
年
間
の
間
に
徐
々
に
現
れ
て
き
た
も
の
で

あ
る
。
平
丘
の
盟
に
お
け
る
魯
に
対
す
る
態
度
の
変
化
は
、
晋
・

魯
二
国
間
の
関
係
だ
け
で
は
理
解
し
え
な
い
も
の
で
あ
り
、
晋
と

魯
以
外
の
同
盟
諸
侯
国
と
の
関
係
も
大
き
く
か
か
わ
っ
て
い
る
。

宋
の
盟
以
降
、
晋
の
覇
者
体
制
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
く
の

か
、
と
い
う
問
題
を
考
察
す
る
上
で
も
、
平
丘
の
盟
は
注
目
す
べ

き
事
象
で
あ
ろ
う
。
今
後
改
め
て
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

ま
た
、
平
丘
の
盟
以
降
の
魯
・
晋
関
係
の
不
安
定
化
は
、
こ
れ

ま
で
対
晋
協
調
外
交
を
進
め
て
き
た
三
桓
氏
、
特
に
季
孫
氏
に

と
っ
て
大
き
な
打
撃
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
本
稿
の
冒
頭
に
述
べ

た
よ
う
に
、
春
秋
期
を
通
じ
て
国
君
を
凌
ぐ
権
勢
を
誇
っ
た
三
桓

氏
が
、
戦
国
期
に
な
る
と
没
落
し
た
と
さ
れ
る
。
こ
の
問
題
に
つ

い
て
、
筆
者
が
以
前
に
検
討
し
た
の
は
、
三
桓
氏
の
勢
力
基
盤
で

あ
る
采
邑
支
配
の
失
敗
と
い
う
観
点
か
ら
で
あ
っ
た
。
昭
公
期
に

は
す
で
に
三
桓
氏
の
支
配
す
る
采
邑
の
離
反
が
見
ら
れ
る
が
、
こ

う
し
た
状
況
は
本
稿
で
見
て
き
た
対
外
政
策
の
不
安
定
化
が
少
な

か
ら
ず
影
響
し
、
か
つ
ま
た
対
外
政
策
を
不
安
定
化
さ
せ
る
内
的

要
因
と
な
り
え
た
と
思
わ
れ
る
。

最
後
に
、
対
外
政
策
の
面
か
ら
み
れ
ば
、
魯
の
対
外
政
策
の
閉

鎖
性
・
単
一
性
が
挙
げ
ら
れ
る
。
魯
・
晋
関
係
は
本
稿
で
見
て
き

た
よ
う
に
、
時
期
ご
と
に
距
離
感
の
違
い
は
あ
り
つ
つ
も
、
三
桓

氏
の
主
導
す
る
魯
の
対
外
政
策
は
一
貫
し
て
晋
中
心
で
あ
っ
た
と

い
っ
て
よ
い
。
一
方
、
春
秋
期
を
通
じ
て
魯
と
深
く
か
か
わ
っ
て

き
た
斉
や
邾
・
莒
で
は
、
魯
と
同
様
に
晋
と
の
会
盟
に
参
加
し
な

が
ら
、
一
方
で
楚
と
の
通
交
が
あ
っ
た
こ
と
が
絶
え
ず
示
唆
さ
れ

て
い
る（

（（
（

。
ま
た
、
そ
の
他
に
も
宋
や
鄭
と
い
っ
た
国
で
は
、
晋
や

楚
へ
の
対
応
を
め
ぐ
っ
て
内
紛
が
起
き
て
い
る（

（（
（

。
こ
れ
ら
の
国
々

は
恒
常
的
に
晋
・
楚
双
方
と
の
二
方
面
外
交
を
展
開
し
て
い
た
と
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考
え
ら
れ
る
。

魯
は
平
丘
の
盟
以
降
も
晋
と
の
協
調
を
第
一
と
し
て
お
り
、
楚

と
の
関
係
は
〔
表
1
〕
で
も
わ
か
る
よ
う
に
、
散
発
的
な
接
触
が

あ
る
の
み
で（

（（
（

、
平
丘
の
盟
以
降
は
途
絶
え
て
い
る
。
斉
と
の
交
流

に
つ
い
て
も
、
成
公
期
以
降
は
そ
れ
以
前
と
比
べ
大
き
く
減
少
し

て
い
る（

（（
（

。
春
秋
期
の
諸
侯
国
で
は
有
力
世
族
の
浮
き
沈
み
・
入
れ

替
わ
り
が
激
し
く
行
わ
れ
て
い
る
が
、
魯
に
お
い
て
は
三
桓
氏
が

一
貫
し
て
他
の
世
族
よ
り
優
位
に
あ
り
、
さ
ら
に
三
桓
氏
の
な
か

で
も
季
孫
氏
の
優
位
が
変
化
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
の
こ
と

は
、
三
桓
氏
の
対
晋
外
交
に
対
抗
し
う
る
外
交
を
担
う
有
力
世
族

が
存
在
し
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
の
よ
う
な
外
交
の
閉

鎖
性
は
、
戦
国
時
代
に
三
桓
氏
が
没
落
す
る
と
さ
れ
て
い
る
こ
と

と
も
関
係
す
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
今
後
の
課
題
と
し
て
指
摘

し
て
お
き
た
い
。

註（1
）　
「
会
盟
」
は
二
国
間
も
し
く
は
多
国
間
に
お
い
て
目
前
の
課
題

を
合
議
し
、
決
定
事
項
の
実
行
を
ち
か
う
も
の
で
あ
り
（
高
木
智

見
一
九
八
五
参
照
）、「
聘
礼
」
は
二
国
間
で
恒
常
的
に
使
者
を
相

互
派
遣
し
、
意
思
疎
通
を
図
る
方
法
（
高
木
智
見
一
九
八
九
参
照
）。

（
2
）　

高
木
智
見
氏
は
、
春
秋
時
代
の
人
々
に
と
っ
て
最
大
の
関
心
事

は
諸
侯
の
外
交
関
係
で
あ
り
、
こ
れ
こ
そ
が
国
家
の
存
亡
を
左
右

す
る
関
鍵
で
あ
り
、
従
っ
て
春
秋
時
代
の
特
徴
を
描
き
出
す
た
め

の
最
良
の
素
材
と
な
る
の
は
外
交
関
係
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る

（
高
木
智
見
一
九
八
九
、
一
一
二
頁
）。

（
3
）　

世
族
は
、
卿
・
大
夫
身
分
を
代
々
世
襲
す
る
家
系
を
指
す
。
こ

う
し
た
世
族
に
は
公
室
を
出
自
と
す
る
同
姓
世
族
と
、
公
室
を
出

自
と
し
な
い
異
姓
世
族
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
世
族
の
多
く
は
春
秋

時
代
の
初
期
に
出
現
し
、
戦
国
時
代
に
な
る
と
あ
ま
り
見
ら
れ
な

く
な
る
こ
と
か
ら
、
春
秋
時
代
に
特
徴
的
に
み
え
る
現
象
と
し
て

捉
え
ら
れ
る
。
春
秋
時
代
の
世
族
に
関
す
る
研
究
に
つ
い
て
は
、

孫
曜
一
九
七
九
・
何
懐
宏
一
九
九
六
な
ど
、
ま
た
世
族
支
配
体
制

に
つ
い
て
は
、
吉
本
道
雅
二
〇
〇
五
、
一
五
九
〜
一
六
五
頁
お
よ

び
二
五
七
〜
二
八
八
頁
が
あ
る
。

（
4
）　

本
稿
で
は
宇
都
木
章
氏
の
「
公
室
と
は
公
子
、
公
孫
の
世
代
を

含
ん
だ
「
公
の
家
族
」」
と
す
る
指
摘
を
ふ
ま
え
て
（
宇
都
木
章
二

〇
一
二
、
一
二
一
頁
）、
公
（
国
君
）・
公
の
夫
人
・
公
子
・
公
孫

ま
で
を
「
公
室
」
と
し
、
公
子
・
公
孫
以
降
の
世
代
の
者
を
「
公

室
外
」
と
す
る
。
従
っ
て
、
本
稿
で
言
う
「
世
族
」
と
は
、
こ
の

公
室
外
の
勢
力
を
指
す
。

（
5
）　

三
桓
氏
と
は
、
魯
の
桓
公
（
在
位
前
七
一
一
〜
前
六
九
四
）
に

出
自
す
る
季
孫
氏
・
仲
孫
氏
・
叔
孫
氏
と
い
う
三
氏
の
総
称
で
あ

る
。
魯
の
三
桓
氏
及
び
対
外
政
策
に
つ
い
て
は
、
宇
都
木
章
二
〇

一
二
、
八
四
〜
二
〇
三
頁
・
郭
克
煜
一
九
九
四
・
小
林
伸
二
二
〇

〇
八
ａ
・
陳
智
勇
二
〇
〇
八
・
𠮷
田
章
人
二
〇
〇
六
・
二
〇
〇
九

な
ど
参
照
。

（
6
）　

𠮷
田
章
人
二
〇
〇
六
、
二
八
〜
三
六
頁
参
照
。

（
7
）　
『
史
記
』
の
戦
国
紀
年
に
は
多
く
の
矛
盾
が
あ
り
、
そ
の
年
代

に
つ
い
て
は
さ
ま
ざ
ま
な
説
が
あ
る
。
従
っ
て
、
戦
国
期
の
三
桓
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氏
に
関
す
る
記
事
が
い
つ
の
時
期
の
こ
と
と
す
る
か
に
つ
い
て
も

紀
年
の
問
題
が
大
き
く
か
か
わ
っ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
そ
の
問

題
に
は
踏
み
込
ま
な
い
。
悼
公
以
降
の
魯
侯
の
在
位
年
代
の
比
定

に
つ
い
て
、
本
稿
で
は
ひ
と
ま
ず
『
史
記
』
六
国
年
表
に
拠
っ
て

お
く
。
な
お
、
そ
れ
以
前
の
魯
侯
お
よ
び
そ
の
他
の
諸
侯
の
在
位

年
代
の
比
定
に
つ
い
て
は
、『
史
記
』
十
二
諸
侯
年
表
を
基
本
と
し

た
。

（
8
）　

三
桓
氏
の
没
落
に
つ
い
て
は
、
童
書
業
二
〇
〇
五
、
四
八
〇
〜

四
八
七
頁
お
よ
び
同
二
〇
〇
六
、
二
三
四
〜
二
三
六
頁
や
郭
克
煜

一
九
九
四
、
二
五
四
〜
二
五
九
頁
な
ど
参
照
。

（
9
）　

𠮷
田
章
人
二
〇
一
〇
参
照
。

（
10
）　
『
左
伝
』
に
よ
れ
ば
、
昭
公
十
二
年
（
前
五
三
〇
）
か
ら
十
四

年
（
前
五
二
八
）
に
か
け
て
、
季
孫
氏
の
采
邑
で
あ
る
費
の
宰
で

あ
っ
た
南
蒯
が
費
に
拠
っ
て
離
反
す
る
と
い
う
事
態
が
起
こ
っ
て

い
る
。

（
11
）　

以
下
、
地
名
比
定
は
程
発
軔
一
九
六
七
お
よ
び
譚
其
驤
一
九
八

二
を
参
照
し
た
。

（
12
）　

吉
本
道
雅
二
〇
〇
五
、
一
〇
〇
〜
一
〇
二
頁
参
照
。
吉
本
氏
は

春
秋
期
を
践
土
の
盟
（
前
六
三
二
）
か
ら
召
陵
の
盟
（
前
五
〇

六
）
に
至
る
時
代
と
そ
の
前
後
の
時
代
と
で
、
前
期
・
中
期
・
後

期
の
三
期
に
区
分
し
、
春
秋
中
期
を
「
盟
主
で
あ
る
晋
に
中
原
諸

侯
国
が
従
属
す
る
時
期
で
あ
」
り
、「
諸
侯
＝
覇
者
に
従
属
す
る
こ

の
時
期
の
政
治
社
会
秩
序
を
、
そ
の
継
続
性
と
規
範
性
か
ら
「
覇

者
体
制
」
と
称
す
る
こ
と
に
す
る
」
と
述
べ
て
い
る
（
吉
本
道
雅

二
〇
〇
五
、
一
〇
一
頁
）。

（
13
）　

魯
は
桓
公
・
荘
公
・
僖
公
・
文
公
・
宣
公
・
成
公
と
六
人
の
国

君
が
斉
か
ら
夫
人
を
迎
え
て
い
る
。
魯
・
斉
間
の
婚
姻
に
つ
い
て

は
、
小
林
伸
二
二
〇
〇
六
・
𠮷
田
章
人
二
〇
〇
九
な
ど
参
照
。
春

秋
時
代
に
お
け
る
諸
侯
国
間
の
婚
姻
の
意
義
に
つ
い
て
は
、
齋
藤

道
子
一
九
九
二
・
小
林
伸
二
二
〇
〇
七
な
ど
参
照
。

（
14
）　

春
秋
時
代
の
魯
・
斉
関
係
に
つ
い
て
は
、
田
軍
二
〇
〇
七
・
劉

愛
敏
二
〇
〇
五
な
ど
が
あ
る
。

（
15
）　

例
え
ば
、
斉
桓
公
（
在
位
前
六
八
五
〜
前
六
四
三
）
の
死
後
、

斉
で
は
桓
公
の
子
で
あ
る
孝
公
・
昭
公
・
懿
公
・
恵
公
が
相
次
い

で
即
位
す
る
が
、
孝
公
（
在
位
前
六
四
二
〜
前
六
三
三
）・
懿
公

（
在
位
前
六
一
二
〜
前
六
〇
九
）
の
時
代
は
魯
と
の
関
係
が
緊
張
状

態
に
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
昭
公
（
在
位
前
六
三
二
〜
前
六
一

三
）・
恵
公
（
在
位
前
六
〇
八
〜
前
五
九
九
）
の
時
代
は
友
好
関
係

を
維
持
し
て
い
た
よ
う
に
、
国
君
ご
と
に
斉
の
対
魯
政
策
が
大
き

く
変
化
し
て
い
る
（
𠮷
田
章
人
二
〇
〇
九
、
三
七
〜
四
〇
頁
）。

（
16
）　

特
に
、
斉
懿
公
は
極
め
て
交
戦
的
な
国
君
で
あ
り
、
在
位
四
年

で
魯
に
三
度
侵
攻
し
、
殺
害
さ
れ
る
直
前
に
も
四
度
目
を
企
図
す

る
な
ど
、
魯
を
攻
撃
し
続
け
た
（『
左
伝
』
文
公
十
五
年
〜
十
八

年
）。

（
17
）　

𠮷
田
章
人
二
〇
〇
九
、
四
〇
頁
。

（
18
）　

郭
克
煜
氏
も
春
秋
中
期
以
降
、
魯
が
斉
に
対
抗
す
る
た
め
に
晋

に
恭
順
の
姿
勢
を
取
っ
て
い
た
と
指
摘
し
て
い
る
（
郭
克
煜
一
九

九
四
、
一
八
六
頁
）。

（
19
）　

𠮷
田
章
人
二
〇
〇
六
、
三
六
頁
。

（
20
）　

𠮷
田
章
人
二
〇
〇
九
、
六
六
頁
。

（
21
）　

吉
本
道
雅
二
〇
〇
五
、
一
六
〇
頁
。

（
22
）　

𠮷
田
章
人
二
〇
〇
六
、
三
一
〜
三
二
頁
。



平
丘
の
盟
か
ら
見
た
魯
・
晋
関
係

四
〇
七
（
四
〇
七
）　

（
23
）　

𠮷
田
章
人
二
〇
〇
六
、
三
三
頁
。

（
24
）　
『
左
伝
』
を
見
る
限
り
、「
三
桓
」
と
い
う
名
称
は
宣
公
十
八
年

（
前
五
九
一
）
の
記
事
を
除
け
ば
、
い
ず
れ
も
定
公
期
（
前
五
〇
九

〜
前
四
九
五
）
以
降
で
あ
る
（
定
公
六
年
・
八
年
・
哀
公
二
七
年
）。

実
際
に
、
定
公
期
以
降
、
三
桓
氏
に
は
協
調
を
図
ろ
う
と
す
る
傾

向
が
出
て
く
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
（
例
え
ば
「
春
、
王
の
二
月
、

季
孫
斯
・
叔
孫
州
仇
・
仲
孫
何
忌 

師
を
帥
ゐ
て
邾
を
伐
ち
、
漷
東

の
田
と
沂
西
の
田
を
取
る
」（
哀
公
二
年
経
文
）
な
ど
。
𠮷
田
章
人

二
〇
〇
六
、
三
六
頁
参
照
）。
ま
た
、
昭
公
二
五
年
（
前
五
一
七

年
）
に
、
昭
公
が
挙
兵
し
た
際
は
季
孫
氏
打
倒
の
た
め
で
あ
り
、

仲
孫
氏
・
叔
孫
氏
は
当
初
、
傍
観
者
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
昭
公
期

（
前
五
四
一
〜
前
五
一
〇
）
は
季
孫
氏
の
専
政
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
定
公
期
に
は
、
一
時
的
と
は
い
え
陽
虎
が
定
公
や
三
桓
氏

を
抑
え
て
専
政
を
行
っ
た
時
期
が
あ
り
（
定
公
五
年
〜
八
年
）、
さ

ら
に
哀
公
期
（
前
四
九
四
〜
前
四
六
八
）
に
は
「〔
哀
〕
公 

三
桓

の
侈
れ
る
を
患
へ
、
諸
侯
を
以
て
之
を
去
ら
ん
と
欲
す
。
三
桓
も

亦
た
公
の
妄
な
る
を
患
ふ
。
故
に
君
臣
間
多
し
」（
哀
公
二
七
年
）

と
し
て
、
哀
公
が
三
桓
氏
の
排
除
を
画
策
す
る
な
ど
、
昭
公
期
と

比
べ
て
季
孫
氏
の
圧
倒
的
な
優
位
性
と
い
う
も
の
が
見
い
だ
し
に

く
い
。
そ
の
た
め
、
こ
こ
で
は
ひ
と
ま
ず
定
公
期
以
降
の
「
魯
国

の
権
力
主
体
」
を
三
桓
氏
と
し
た
。

（
25
）　

童
書
業
二
〇
〇
三
、
二
三
〇
頁
。

（
26
）　

吉
本
道
雅
二
〇
〇
五
、
一
六
四
頁
・
二
七
二
頁
。

（
27
）　

昭
公
即
位
の
経
緯
に
つ
い
て
、『
左
伝
』
で
は
「
六
月
辛
巳
、

〔
襄
〕
公 

楚
宮
に
薨
ず
。
…
（
中
略
）
…
胡
女
敬
帰
の
子
子
野
を

立
つ
。
季
氏
に
次や
ど

る
。
秋
、
九
月
癸
巳
卒
す
。
…
（
中
略
）
…
敬

帰
の
娣
斉
帰
の
子
公
子
裯
（
昭
公
）
を
立
つ
。
穆
叔
（
叔
孫
豹
）

欲
せ
ず
。
…
（
中
略
）
…
武
子
（
季
孫
宿
）
聴
か
ず
。
卒
に
之
を

立
つ
」（
襄
公
三
一
年
、
前
五
四
二
）
と
あ
る
よ
う
に
、
昭
公
は
襄

公
の
後
継
者
で
あ
る
子
野
急
死
後
、
叔
孫
豹
の
反
対
を
聞
き
入
れ

ず
、
季
孫
宿
が
擁
立
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。

（
28
）　

仲
孫
氏
の
後
継
者
問
題
に
つ
い
て
は
、『
左
伝
』
襄
公
二
三
年

（
前
五
五
〇
）、
叔
孫
氏
に
つ
い
て
は
『
左
伝
』
昭
公
四
年
（
前
五

三
八
）・
五
年
（
前
五
三
七
）
を
そ
れ
ぞ
れ
参
照
。

（
29
）　

𠮷
田
章
人
二
〇
〇
六
、
三
四
頁
。

（
30
）　

平
丘
の
会
盟
に
参
加
し
た
国
は
、
晋
・
魯
の
ほ
か
に
周
（
劉
）・

斉
・
宋
・
衛
・
鄭
・
曹
・
莒
・
邾
・
滕
・
薛
・
杞
・
小
邾
。
た
だ

し
、
魯
の
昭
公
は
盟
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

（
31
）　

邾
・
莒
は
、
春
秋
初
期
よ
り
魯
と
抗
争
を
繰
り
返
し
て
い
る
。

『
左
伝
』
に
見
え
る
魯
と
邾
・
莒
と
の
交
戦
に
つ
い
て
は
、
顧
棟
高

『
春
秋
大
事
表
』
巻
三
十
六
「
春
秋
魯
邾
莒
交
兵
表
」（
北
京
：
中

華
書
局
、
一
九
九
三
年
、
二
一
〇
五
〜
二
一
二
七
頁
）
参
照
。
ま

た
、
春
秋
時
代
の
魯
・
莒
関
係
に
つ
い
て
は
陳
新
二
〇
〇
二
な
ど
、

魯
・
邾
関
係
に
つ
い
て
は
馬
媛
媛
二
〇
〇
五
な
ど
が
あ
る
。

（
32
）　

𠮷
田
章
人
二
〇
〇
六
、
三
三
頁
。

（
33
）　
『
左
伝
』
昭
公
十
年
「
秋
、
七
月
、〔
魯
の
〕
平
子
（
季
孫
意

如
）
莒
を
伐
ち
て
郠
を
取
る
」。

（
34
）　
『
春
秋
』『
左
伝
』
に
よ
れ
ば
、
襄
公
期
（
前
五
七
二
〜
前
五
四

二
）
に
お
い
て
晋
が
主
宰
し
た
多
国
間
会
盟
・
出
兵
は
三
二
件
あ

り
、
そ
の
う
ち
邾
は
二
八
件
、
莒
は
二
三
件
の
参
加
が
確
認
で
き

る
。

（
35
）　
「
蒐
」
と
は
『
左
伝
』
に
「
春
は
蒐
し
、
夏
は
苗
し
、
秋
は
獮せ

ん



史　
　
　

学　

第
八
四
巻　

第
一-

四
号　

文
学
部
創
設
一
二
五
年
記
念
号
（
第
一
分
冊
）

四
〇
八
（
四
〇
八
）　

し
、
冬
は
狩
す
」（
隠
公
五
年
）
と
あ
り
、
楊
伯
峻
氏
が
「
蒐
・

苗
・
獮
・
狩
は
皆
な
田
猟
の
名
な
り
。
亦
た
之
を
以
て
武
を
習
ふ
。

四
時
に
因
り
て
異
と
す
」
と
注
し
（
楊
伯
峻
一
九
八
一
、
四
二
頁
）、

ま
た
「
秋
、
晋 

清
原
に
蒐
し
て
五
軍
を
作
り
、
以
て
狄
を
禦
ぐ
」

（
僖
公
三
一
年
）
と
い
う
記
事
に
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
軍
事
行
動

の
一
種
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
（
𠮷
田
章
人
二
〇
一
〇
、
六
二

頁
参
照
）。
楊
寛
氏
に
よ
れ
ば
、「
蒐
」
と
は
軍
事
演
習
で
も
あ
り
、

戦
争
準
備
の
手
段
で
も
あ
る
一
方
、
古
代
の
「
軍
事
民
主
制
」
に

お
け
る
武
装
し
た
「
民
衆
大
会
」
で
あ
り
国
内
統
治
の
強
化
を
図

る
も
の
で
も
あ
っ
た
（
楊
寛
一
九
九
九
、
六
九
三
〜
七
一
五
頁
）。

（
36
）　

𠮷
田
章
人
二
〇
一
〇
、
六
二
頁
参
照
。

（
37
）　
『
左
伝
』
襄
公
二
七
年
・
昭
公
四
年
「
晋
・
楚
の
従
は
交こ
も

ご
も

相
ひ
見
ゆ
」（
杜
注
：
諸
侯
の
晋
・
楚
に
従
い
し
者
を
し
て
更か
は

る
が

は
る
相
ひ
朝
見
せ
し
む
る
な
り
）。

（
38
）　
『
左
伝
』
襄
公
二
八
年
「
宋
の
盟
の
為
の
故
に
、〔
襄
〕
公 

宋

公
（
平
公
）・
陳
侯
（
哀
公
）・
鄭
伯
（
簡
公
）・
許
男
（
悼
公
）
と

楚
に
如
く
」。

（
39
）　
『
左
伝
』
昭
公
四
年
「
夏
、
諸
侯 

楚
に
如
く
。
魯
・
衛
・
曹
・

邾 

会
せ
ず
」。

（
40
）　

魯
は
「
辞
す
る
に
時
祭
を
以
て
す
」（
昭
公
四
年
）
と
、
直
接

的
に
は
祭
祀
を
不
参
加
の
口
実
と
し
て
い
る
。

（
41
）　

郭
克
煜
一
九
九
四
、
一
九
三
頁
。

（
42
）　

叔
氏
は
三
桓
氏
と
は
異
な
り
、
魯
の
文
公
（
在
位
前
六
二
六
〜

前
六
〇
九
）
出
自
の
世
族
で
、
叔
弓
は
成
公
期
（
前
五
九
〇
〜
前

五
七
三
）
に
活
躍
し
た
公
孫
嬰
斉
の
孫
に
あ
た
る
。
昭
公
期
に
は

こ
の
叔
弓
と
い
う
人
物
の
外
交
活
動
が
多
く
見
ら
れ
、「
季
孫
意

如
・
叔
弓
・
仲
孫
貜
」（
昭
公
十
年
経
文
）
と
、
三
桓
氏
の
一
人
で

あ
る
仲
孫
貜
よ
り
も
上
位
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
三
桓
氏
の

仲
孫
氏
・
叔
孫
氏
を
凌
ぐ
活
躍
を
見
せ
て
い
る
。
一
方
で
、
こ
の

叔
弓
が
外
交
の
場
に
お
い
て
自
身
の
判
断
を
示
し
た
と
い
う
記
事

は
見
ら
れ
ず
、
そ
の
活
動
は
季
孫
氏
の
意
向
に
沿
っ
た
も
の
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
（
吉
田
章
人
二
〇
〇
六
、
三
三
〜
三
四
頁
）。

（
43
）　
「
冬
、〔
魯
の
〕
叔
弓 

楚
に
如ゆ

き
聘
し
、
且
つ
敗
を
弔
ふ
な

り
」（
昭
公
六
年
）・「
三
月
、〔
魯
の
昭
〕
公 

楚
に
如
く
」（
昭
公

七
年
）・「
春
、〔
魯
の
〕
叔
弓
・
宋
の
華
亥
・
鄭
の
游
吉
・
衛
の
趙

黶え
ん 

楚
子
（
霊
王
）
に
陳
に
会
す
」（
昭
公
九
年
）。

（
44
）　
「〔
魯
の
〕
叔
孫
婼 

斉
に
如
き
涖の
ぞ

み
て
盟ち
か

ふ
」（
昭
公
七
年
経

文
）・「〔
魯
の
〕
孟
僖
子
（
仲
孫
貜
）
斉
に
如
き
て
殷
聘
す
」（
昭

公
九
年
）。

（
45
）　

杜
注
「〔
韓
〕
須
は
韓
起
の
子
な
り
」。

（
46
）　

斉
は
莒
の
内
紛
に
介
入
し
て
、
斉
女
を
母
に
持
つ
去
疾
を
擁
立

し
て
お
り
（
昭
公
元
年
、
前
五
四
一
）、
平
丘
の
盟
に
お
い
て
魯
に

対
す
る
莒
の
訴
え
に
晋
が
応
じ
た
背
景
に
は
、
こ
う
し
た
晋
・
斉

接
近
と
関
係
す
る
可
能
性
も
あ
ろ
う
。

（
47
）　

崔
氏
は
『
左
伝
』
に
「
今 

君
（
崔
杼
）
丁
〔
公
〕
よ
り
出
づ
」

（
襄
公
二
五
年
）
と
あ
る
の
を
ふ
ま
え
れ
ば
、
斉
丁
公
（
斉
の
始
祖

太
公
望
呂
尚
の
子
）
の
子
孫
。
崔
杼
の
と
き
に
斉
で
権
勢
を
ふ

る
っ
た
が
、
襄
公
二
七
年
（
前
五
四
六
）
に
滅
ぼ
さ
れ
た
。

　
　

 

襄
公
期
に
な
る
と
、
斉
霊
公
（
在
位
前
五
八
一
〜
前
五
五
四
）

は
晋
の
主
宰
す
る
会
盟
に
は
参
加
し
な
く
な
り
、
代
わ
っ
て
太
子

光
（
の
ち
の
荘
公
、
在
位
前
五
五
三
〜
前
五
四
八
）
や
崔
杼
が
参

加
し
て
い
る
。
崔
杼
の
外
交
姿
勢
を
示
す
も
の
と
し
て
、『
左
伝
』



平
丘
の
盟
か
ら
見
た
魯
・
晋
関
係

四
〇
九
（
四
〇
九
）　

に
「
諸
侯 

鄭
を
伐
つ
。
斉
の
崔
杼 

大
子
光
を
し
て
先
づ
師
に
至

ら
し
む
。
故
に
滕
に
長
た
り
」（
襄
公
十
年
）
と
あ
る
。
こ
こ
で
い

う
「
滕
に
長
た
り
」
と
は
、
同
年
の
経
文
に
お
い
て
、「〔
襄
〕
公 

晋
侯
（
悼
公
）・
宋
公
（
平
公
）・
衛
侯
（
献
公
）・
曹
伯
（
成
公
）・

莒
子
・
邾
子
・
斉
の
世
子
光
・
滕
子
・
薛
伯
・
杞
伯
・
小
邾
子
に

会
し
、
鄭
を
伐
つ
」
と
、
斉
の
太
子
で
あ
る
光
が
滕
・
薛
・
杞
・

小
邾
の
国
君
よ
り
上
位
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
指
す
。

こ
れ
を
考
慮
す
れ
ば
、
こ
の
時
期
、
崔
杼
が
太
子
光
を
補
佐
し
て

晋
と
の
外
交
交
渉
を
担
当
し
て
お
り
、
そ
の
外
交
姿
勢
は
晋
と
の

協
調
に
積
極
的
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
48
）　
『
左
伝
』
昭
公
五
年
「
晋
の
韓
宣
子
（
韓
起
）
楚
に
如
き
て
女

を
送
る
」。

（
49
）　

執
政
た
る
中
軍
の
将
の
交
代
は
、
晋
の
対
外
政
策
に
大
き
な
影

響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
韓
起
の
前
任
者
趙
武
は
「
趙
文

子
（
趙
武
）
政
を
為
し
、
諸
侯
の
幣
を
薄
く
し
其
の
礼
を
重
く
せ

し
む
」（
襄
公
二
五
年
）
と
、
そ
の
前
任
者
士
匄
が
「
范
宣
子
（
士

匄
）
政
を
為
し
、
諸
侯
の
幣
重
し
」（
襄
公
二
四
年
）
と
あ
る
の
と

は
対
照
的
な
外
交
姿
勢
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
襄
公
二
七
年

（
前
五
四
六
）
の
宋
の
盟
に
よ
っ
て
、
晋
・
楚
両
国
の
講
和
が
成
立

し
た
背
景
に
は
、「
宋
の
向
戌 

趙
文
子
（
趙
武
）
に
善
し
。
又
た

令
尹
子
木
に
善
し
。
諸
侯
の
兵
を
弭
め
て
以
て
名
を
為
さ
ん
と
欲

す
」（
襄
公
二
七
年
）
と
、
宋
の
向
戌
と
、
晋
の
執
政
趙
武
・
楚
の

令
尹
子
木
の
双
方
と
の
間
で
築
か
れ
た
良
好
な
関
係
が
述
べ
ら
れ

て
お
り
、
士
匄
か
ら
趙
武
へ
の
執
政
の
交
代
が
宋
の
盟
成
立
の
大

き
な
契
機
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
50
）　

杞
国
に
つ
い
て
は
、
宇
都
木
章
二
〇
一
二
、
一
五
三
〜
一
七
八

頁
・
小
林
伸
二
二
〇
〇
八
ｂ
な
ど
参
照
。

（
51
）　

𠮷
田
章
人
二
〇
一
〇
、
五
〇
頁
参
照
。

（
52
）　
『
左
伝
』
昭
公
七
年
「
晋
人 

来
た
り
て
杞
の
田
を
治
む
。
季
孫

〔
宿
〕
将
に
成
を
以
て
之
に
与
へ
ん
と
す
。
謝
息 

孟
孫
（
仲
孫

氏
）
が
為
に
守
り
て
可き

か
ず
。
…
（
中
略
）
…
辞
す
る
に
山
無
き

を
以
て
す
。
之
に
萊
・
柞
を
与
ふ
。
乃
ち
桃
に
遷
る
。
晋
人 

杞
の

為
に
成
を
取
る
」。
た
だ
し
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
晋
が
直
接
成
を
要
求

し
た
わ
け
で
は
な
く
、
季
孫
氏
か
ら
示
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
点
は
魯
国
内
に
お
け
る
季
孫
氏
と
仲
孫
氏
と
の
関
係
を
考
え

る
上
で
、
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

（
53
）　
『
左
伝
』
襄
公
二
九
年
「
晋
の
平
公
は
杞
の
出
な
り
。
故
に
杞

を
治
む
」（
杜
注
：
治
は
其
の
地
を
理た

だ

し
、
其
の
城
を
脩
む
る
な

り
）。
楊
伯
峻
氏
は
「
晋
の
悼
公
（
在
位
前
五
七
二
〜
前
五
五
八
、

平
公
の
父
：
筆
者
註
）
夫
人
は
杞
国
の
女
た
り
」
と
注
す
る
（
楊

伯
峻
一
九
八
一
、
一
一
五
八
頁
）。

（
54
）　
『
左
伝
』
襄
公
二
九
年
「
六
月
、〔
晋
の
〕
知
悼
子
（
荀
盈
）
諸

侯
の
大
夫
を
合
し
て
以
て
杞
に
城き
づ

く
」。

（
55
）　
『
左
伝
』
襄
公
二
九
年
「
晋
侯
（
平
公
）
司
馬
の
女
叔
侯
を
し

て
来
た
り
て
杞
の
田
を
治
め
し
む
。
尽
く
帰
さ
ざ
る
な
り
」。

（
56
）　
『
左
伝
』
襄
公
三
一
年
に
「〔
晋
の
〕
韓
宣
子
（
韓
起
）
政
を
為

し
て
、
諸
侯
を
図
る
こ
と
能
は
ず
。
魯 

晋
の
求
め
に
堪
へ
ず
、
讒

慝 

弘は
な
はだ
多
し 

。
是
を
以
て
平
丘
の
会
有
り
」
と
あ
り
、
こ
こ
で

は
平
丘
の
会
に
至
る
背
景
の
一
つ
に
魯
が
「
晋
の
求
め
に
堪
へ
」

ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
「
晋
の
求
め
」

の
な
か
に
は
、
こ
う
し
た
土
地
に
関
す
る
要
求
も
含
ま
れ
る
と
考

え
ら
れ
る
。
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（
57
）　
『
左
伝
』
昭
公
二
三
年
「
邾
人 

翼
に
城き
づ

く
。
還
り
て
将
に
〔
邾

の
〕
離
姑
よ
り
せ
ん
と
す
（
杜
注
：
離
姑
よ
り
せ
ん
と
す
れ
ば
則

ち
道
は
魯
の
武
城
を
径す

ぐ
）。〔
邾
の
〕
公
孫
鉏
曰
く
、
魯 

将
に
我

を
御ふ
せ

が
ん
と
す
、
と
。〔
邾
人 

魯
の
〕
武
城
よ
り
還
り
、
山
に
循

ひ
て
南
せ
ん
と
欲
す
。〔
邾
の
〕
徐
鉏
・
丘
弱
・
茅
地
曰
く
、
道
下ひ
く

し
。
雨
に
遇
は
ば
将
に
出
で
ら
れ
ざ
ら
ん
と
す
。
是
れ
帰
ら
れ
ざ

る
な
り
、
と
。
遂
に
離
姑
よ
り
す
。
武
城
の
人 

其
の
前
を
塞
ぎ
、

其
の
後
ろ
の
木
を
断き

り
て
殊た

た
ず
。
邾
の
師 

之
を
過
ぐ
。〔
武
城

の
人
〕
乃
ち
推
し
て
之
を
蹙た
ふ

し
、
遂
に
邾
の
師
を
取
り
、〔
徐
〕

鉏
・〔
丘
〕
弱
・〔
茅
〕
地
を
獲
た
り
。
邾
人 

晋
に
愬
ふ
。
晋
人 

来
た
り
討
つ
。〔
魯
の
〕
叔
孫
婼 

晋
に
如
く
。
晋
人 

之
を
執
ふ
」。

こ
の
ほ
か
、
そ
の
前
年
に
、「
昌
間
に
大
蒐
す
」（
昭
公
二
二
年
経

文
）
と
、
魯
は
再
び
「
蒐
」
を
行
っ
て
い
る
。
昌
間
に
つ
い
て
は
、

程
発
軔
氏
は
山
東
省
鄒
県
（
現 

鄒
城
市
）
の
東
北
と
す
る
が
（
程

発
軔
一
九
六
七
、
二
三
五
頁
・
二
九
五
頁
）、
楊
伯
峻
氏
は
山
東
省

泗
水
県
（
現 

済
寧
市
泗
水
県
）
の
県
境
と
す
る
（
楊
伯
峻
一
九
八

一
、
一
四
三
一
頁
）。
邾
に
対
す
る
軍
事
演
習
で
あ
っ
た
可
能
性
も

あ
る
が
、
不
明
。

（
58
）　

斉
の
莒
侵
攻
は
、『
左
伝
』
昭
公
十
九
年
・
二
二
年
に
見
え
る
。

（
59
）　

魯
の
武
城
の
人
が
、
武
城
を
通
過
し
よ
う
と
し
た
邾
軍
を
全
滅

さ
せ
、
邾
の
三
大
夫
を
捕
ら
え
た
た
め
（
昭
公
二
三
年
、
註

（
57
）
参
照
）。

（
60
）　

楚
と
の
交
流
は
、『
左
伝
』
に
お
い
て
は
見
ら
れ
な
く
な
る
。

斉
に
つ
い
て
は
、「
申
豊 

女
賈
に
従
ひ
、
幣
錦
二
両
を
以
て
、
一

に
縛
す
る
瑱
の
如
く
し
て
斉
の
師
に
適
く
」（
昭
公
二
六
年
）
と
、

出
奔
中
の
昭
公
の
帰
国
に
力
を
貸
そ
う
と
し
た
斉
に
賂
を
贈
っ
て

阻
止
し
た
例
が
あ
る
が
、
実
質
的
に
交
流
が
再
開
す
る
の
は
定
公

十
年
（
前
五
〇
〇
）
で
あ
る
。

（
61
）　
『
左
伝
』
昭
公
十
二
年
（
前
五
三
〇
）
〜
十
四
年
（
前
五
二

八
）
参
照
。

（
62
）　

晋
の
対
外
政
策
に
つ
い
て
の
詳
し
い
検
討
は
別
の
機
会
に
譲
る

が
、「
晋
政
多
門
（
晋
の
政
は
門
多
し
）」（『
左
伝
』
成
公
十
六

年
・
昭
公
十
三
年
）
の
言
葉
が
示
す
よ
う
に
、
晋
に
は
多
く
の
有

力
世
族
が
多
く
存
在
す
る
。
こ
の
こ
と
に
起
因
す
る
、
晋
側
の
交

渉
窓
口
の
複
雑
さ
に
つ
い
て
も
改
め
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
だ

ろ
う
。

（
63
）　

例
え
ば
、
邾
・
莒
に
つ
い
て
は
、『
左
伝
』
に
「〔
晋
〕 

我
（
魯
）

が
故
を
以
て
、
邾
の
宣
公
・
莒
の
犂
比
公
を
執
ふ
。
且
つ
曰
く
、

斉
・
楚
の
使
ひ
を
通
ぜ
り
、
と
」（
襄
公
十
六
年
）
と
あ
る
よ
う
に
、

楚
と
の
接
触
を
理
由
に
晋
か
ら
咎
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
斉
に

つ
い
て
も
、
魯
の
臧
孫
許
が
「
斉
・
楚 

好よ
し

み
を
結
び
、
我
（
魯
）

は
新
た
に
晋
と
盟
ふ
。
晋
・
楚 

盟
を
争
ふ
。
斉
の
師 

必
ず
至
ら

ん
。
晋
人 

斉
を
伐
つ
と
雖
も
、
楚 

必
ず
之
を
救
は
ん
。
是
れ

斉
・
楚 

我
（
魯
）
を
同と
も

に
す
る
な
り
」（
成
公
元
年
）
と
い
う
言

葉
を
残
し
て
お
り
、
斉
・
楚
の
接
近
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

宇
都
木
章
氏
は
鞌
の
戦
い
（
成
公
二
年
、
前
五
八
九
）
以
前
か
ら

楚
と
斉
が
連
携
し
て
い
た
可
能
性
を
指
摘
し
（
宇
都
木
章
二
〇
一

三
、
一
五
一
頁
）、「
斉
の
頃
公
（
在
位
前
五
九
八
〜
五
八
二
：
筆

者
註
）
の
勢
力
拡
大
政
策
の
背
後
に
は
、
楚
と
の
提
携
が
存
在
し

て
い
た
」
と
述
べ
て
い
る
（
同
一
六
〇
頁
）。

（
64
）　

例
え
ば
、
宋
に
お
け
る
戴
族
と
桓
族
の
争
い
（
成
公
十
五
年
〜

襄
公
元
年
）
や
鄭
に
お
け
る
穆
族
間
の
争
い
（
襄
公
二
年
〜
十
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丘
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四
一
一
（
四
一
一
）　

年
）
な
ど
。
こ
れ
ら
の
国
の
世
族
間
の
争
い
に
つ
い
て
、
宋
は
宇

都
木
章
二
〇
一
二
、
七
〜
三
九
頁
な
ど
、
鄭
に
つ
い
て
は
宇
都
木

二
〇
一
二
、
四
〇
〜
六
五
頁
・
松
井
嘉
徳
一
九
九
二
な
ど
参
照
。

（
65
）　

た
だ
し
、
魯
に
対
し
て
も
楚
の
影
響
力
は
及
ん
で
い
た
と
考
え

ら
れ
る
。
例
え
ば
、
鞌
の
戦
い
直
前
の
宣
公
十
八
年
（
前
五
九
一
）、

宣
公
は
使
者
を
楚
に
派
遣
し
て
、
斉
へ
の
出
兵
を
要
請
し
て
い
る
。

こ
の
と
き
は
楚
荘
王
（
在
位
前
六
一
三
〜
前
五
九
一
）
が
死
去
し

た
た
め
、
楚
が
出
兵
す
る
こ
と
は
な
く
、
結
果
と
し
て
魯
は
再
び

晋
と
結
ん
で
斉
に
対
抗
し
、
鞌
の
戦
い
で
勝
利
を
収
め
る
こ
と
に

な
る
が
、
魯
が
は
じ
め
に
斉
に
対
抗
す
べ
く
接
近
し
よ
う
と
試
み

た
の
は
晋
で
は
な
く
楚
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
成
公
期
以
前
か
ら
楚

が
魯
に
対
し
て
、
一
定
の
影
響
力
を
及
ぼ
し
て
い
た
こ
と
を
示
唆

す
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

（
66
）　

山
東
諸
国
と
の
関
係
を
と
っ
て
も
、
谷
中
信
一
氏
が
邾
・
莒
に

対
し
て
魯
は
恒
常
的
に
敵
対
関
係
に
あ
り
、
斉
は
比
較
的
良
好
な

関
係
を
有
し
て
い
た
と
指
摘
す
る
よ
う
に
（
谷
中
信
一
二
〇
〇
八
、

八
三
〜
九
四
頁
）、
魯
と
斉
と
で
は
大
き
な
違
い
が
あ
る
。
こ
う
し

た
魯
・
斉
の
ス
タ
ン
ス
の
違
い
は
、
一
体
ど
こ
か
ら
く
る
も
の
で

あ
ろ
う
か
。『
左
伝
』
に
は
し
ば
し
ば
魯
の
邾
・
莒
な
ど
の
小
国
に

対
す
る
差
別
感
情
が
示
さ
れ
、
ま
た
楚
に
対
し
て
も
「
楚 

大
な
り

と
雖
も
、
吾
が
族
に
非
ざ
る
な
り
」（
成
公
四
年
）
と
い
う
季
孫
行

父
の
言
葉
が
見
え
る
。
あ
る
い
は
、『
左
伝
』
に
見
え
る
こ
う
し
た

言
葉
こ
そ
が
、
魯
・
三
桓
氏
の
外
交
姿
勢
の
一
面
を
的
確
に
捉
え

て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

引
用
文
献
一
覧

宇
都
木
章
二
〇
一
二　

宇
都
木
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